
































































　黒海沿岸については E. V. チェルネンコの著作によ
り紹介する (Chernenko 1981:7-21）。スキタイの弓の残
存例は殆どないらしい。1967 年にケルチの南のトリ・
ブラタ 2 号墳で稀な例が発見された（図 3）。太さ約２
cm、長さ 64.6cm で、３本の木からなり、幅 1.3 ～ 1.5cm
の樹皮が巻きつけられている。これは弦を掛けずに墓
に置かれていたらしい。またオルビアの墓地で、長さ











































は稀であるが、南ウラルのメチェトサイ 7 号墳 7 号墓










の骨製彫刻が出土している (The Metropolitan Museum 































110.6cm、1 号墳出土のものは 92.1cm、アク・アラハ 1
号墓地 1号墳出土のものは 90cm であったという。
　ヴェルフカルジン出土の弓弭に類似したものは、西シ
ベリア、バラバ地方のヴェンゲロヴォ 7 号墓地、2 号墳
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巻かれていた。弓の長さは発掘状況から 1 例では 105 ～
110 ㎝、2 例では 120 ㎝と推定されているが、これは弦
を外した状態であり、弦を張った状態では、80 ～ 90 ㎝
であっただろうという。





























　23 号墓では 1 号人骨 ( 男 ) の右側で発見された。頭
蓋骨のそばに、45cm ほどの木製矢柄の付いた鏃が発見
されており、弓と矢はまとめて置かれたらしい。33 号






















































の弓弭が２対出土している (Okladnikov 1940)（図 19）。
これは 1940 年に A.P. オクラドニコフによって紹介され











墓および 67 号墓から、弓弭が 2 点ずつ出土している










ら 3 点（図 21-1,3,5）、マンダル・ゴビ５号墓から 1点（図









(Takahama et al 2006: Pl.8)（図 23）。被葬者の大腿
部あたりから、弓の端部を足先のほうに向けて 2 点 1 組
で出土した。そのほか１点が墓壙の上から発見されてお


















は、10 点の骨製板が付けられているという (Konovalov 
1976: 178-179, Tabl.3)（図 22）。すなわち両端にあわ

























　北京軍都山玉皇廟では、3 基の墓から合わせて 5 点
の弓弭が出土した ( 北京市文物研究所 2007: 1345，図
760-1,2,3，図版四四四 -3)（図 28）。形はいずれも断面
が半円形で、一端に切込みの入るものである。95 号墓
から残存長 11.1 ㎝、幅 0.8 ㎝、厚さ 0.22 ㎝のものが一
点出土している。これは被葬者の左股骨の内側から発見
された。膝のあたりからは青銅鏃 6 本と骨鏃 15 本が出
土している。54 号墓からは被葬者の右股骨の内側から
弓弭が2点出土した。近くから骨鏃も5点出土している。
弓弭の 1 点は完全で長さ 12.5 ㎝、幅 1.2 ㎝、厚さ 0.2
㎝である。74 号墓からも、被葬者の右鎖骨の上から 2
点出土した。そのうち1点は完全で長さ7.8㎝、幅1.1㎝、






土しているという ( 楊建華 2002：157-158)。この墓地
は玉皇廟と似た燕山地域の遊牧民文化に属しているが、
発見されたのは、57 号墓、84 号墓、88 号墓、99 号墓の
４基である。57 号墓では右腿骨の横にあった。84 号墓




端それぞれに 2 点の弓弭が見出された。1 組は右肢骨関
節の内側に、別の 1 組は股骨関節の外側にあった。その
両端の弓弭の間には弓背を包むごく薄く扁平なものが連




は墓主の棺の中から出土したもので、長 24cm、幅 1.6 ㎝、





　内蒙古林西県西溝子西区墓葬では、弓弭が 2 点、2 基
の墓から出土しているが、ある程度の詳細が分かるのは、
3 号墓出土のものである（吉林大学辺境考古中心、内蒙













その 2 号墓、6 号墓、21 号墓からそれぞれ 2 点ずつ、計
6 点出土している（内蒙古文物考古研究所 1989：71，
図一四 -13，図版一一 -9）（図 31）。2 号墓出土のもの
は現長 24.3 ㎝、幅 1.6 ㎝、21 号墓出土のものは現長 13









研究所　2009：11，図七 -4，図一〇 -3）（図 32）。これ
は長さが 6.1 ㎝で、厚くなった一端に溝が作られ、他の
端は薄くなる。これは林西西溝子のものと似て、1 点で








1991：21，図九 -2）（図 33）。4 号墓の被葬者の足の附














骨器は長さ 5.15 ㎝、幅 1.8 ㎝で、2 点１組である（図
35）。年代は春秋時代後期と考えられている。
　黒龍江省平洋磚廠墓地からは、47 点が発見された（黒
龍江省文物考古研究所編 1990: 101, 図六三，図版四八
-6~10）（図 36）。採集品 1 点以外は、18 基の墓から発掘
されたものである。9 点発見された墓もあり、3 基から
は 6，7 点出土したが、1~3 点出土した墓が多かったと
いう。この墓地から出土した弓弭は、端部が方形のも










省文物考古研究所編 1990: 150, 図八九 -6，図版五六
-23,24）（図 37）。磚廠墓地と同じ分類で、一端が円い














現長 10.3cm、幅が 1.7cm という ( 図 38。SM ２号墓から
は長 14cm、幅 1.6cm のものが発見されている。
　なお同じく寧夏回族自治区固原県の楊郎郷馬荘墓地で
も、現長 7.7 ㎝のものが採集されている（寧夏文物考古














物研究所　1996：上 158 頁，図九四‐3, 4, ６, 7, 下図
版三五‐3, 4）。一点は長さ 16.4 ㎝（図 41-1）、もう一

















































































































出土の弓弭（河南省文物考古研究所 2003; 127, 図七五
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図 27. 南山根 102 号墓出土の
骨製板とその部分図










図 36. 平洋磚廠出土弓弭 図 37. 平洋戦闘出土弓弭
図 38. 彭堡於家荘出土弓弭
図 39. 楊郎馬荘出土弓弭
図 40. 張家川馬家塬出土弓弭 図 41. 燕下都出土弓弭 図 42. 長沙出土弓弭 図 43. 前漢斉王墓随葬坑出土弓弭
図 33. 包頭西園出土弓弭
2 31 1 2
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